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新規入会者 （平成２７年４月１日～８月３１日まで）

礒貝三枝子、長田良子、小野妙子、勝間田久子、川内由美子、
諏訪洋、竹井英夫、日本美術刀剣保存協会静岡県支部 長橋真澄、
樋口裕子、株式会社 前田建設 前田磨、峰田富枝、八木君江、
山内紀子、山田勝造、渡辺忠昭

ミューズクラブ会員　募集中
ミューズクラブでは、随時会員を募集しています。
特典として、年間パスポート発行はもちろん、
アートに親しめる美術館ならではのイベントを多数開催しております。
お気軽にミューズクラブ事務局（TEL055-975-7278）まで
お問合せください。

正　会　員

佐 野 美 術 館 賛 助 会 ミ ュ ー ズ ク ラ ブ 会 報

佐 野 美 術 館 と 皆 さ ま を つ な ぐ

※敬称略、５０音順

平成27年秋、佐野美術館では「宮西達也ワンダーランド展」を開催します。
『おまえ うまそうだな』『おとうさんはウルトラマン』など、数多くの心あたたまる作
品で知られる三島市在住の絵本作家・宮西達也。カラフルな色彩と大胆なタッチ
で描かれた個性豊かなキャラクターと、家族愛や友達の大切さを伝えるストーリー
は、子どもから大人まで多くの人を魅了してやみません。
ふるさと静岡における初の本格的な展覧会である本展。見どころを坪井則子学芸
員に聞きました。

～担当学芸員・坪井則子さんが語る展覧会の見どころ～

平成27年

10月3日（土）～11月23日（月・祝）

宮西達也ワンダーランド展
ヘンテコリンな絵本の仲間たち

宮
西
先
生
は
ど
ん
な
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で
す
か
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井　
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ザ
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。

代
表
作
の
一
つ『
お
と
う
さ
ん
は
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
』は
子
育
て
中
の
正
義
の
味
方
が
主
人
公
。

ユ
ニ
ー
ク
な
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ャ
ラ
ク
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で
す
ね
。

坪
井　
『
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と
う
さ
ん
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』は
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仕
事
に
育
児
に
奮
闘
す
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の

日
常
を
描
い
た
人
気
シ
リ
ー
ズ
で
す
。あ
る
時

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
題
材
に
し
た
絵
本
制
作
を
依

頼
さ
れ
、先
生
自
身
に
お
子
さ
ん
が
誕
生
し
た

直
後
だ
っ
た
た
め
、「
お
父
さ
ん
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
を
つ
く
り
た
い
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ま
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そ
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し
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ど
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叱
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い
て
い
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に
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す
。

会
期
中
は
た
く
さ
ん
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ

り
ま
す
ね
。特
に
宮
西
先
生
ご
本
人
に
よ
る「
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
」は
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

坪
井　

宮
西
先
生
の「
読
み
聞
か
せ
」は
、読
み

手
と
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緒
に
聞
き
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登
場
人
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と
し
て
参

加
し
役
に
な
り
き
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め
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て
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迫
力
が
あ

り
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す
。お
芝
居
さ
な
が
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
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演
じ
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け
合
い
ま
す
。
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出
会
っ
た
人
た
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１
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の
絵
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を
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じ
て
笑
っ
た
り
泣
い
た
り
。宮
西
先
生
は
読

者
と
の
交
流
が
で
き
る
読
み
聞
か
せ
を
と
て

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、自
分
の
絵

本
を
読
ん
で
く
れ
る
人
た
ち
と
直
に
接
し
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
中
で
さ
ら
に
作

品
が
良
く
な
っ
て
い
く
、と
い
う
考
え
を
も
っ

て
い
る
た
め
で
す
。

ど
ん
な
点
に
着
目
す
る
と
、展
覧
会
を
よ
り
楽

し
め
ま
す
か
。

坪
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宮
西
先
生
の
絵
本
は
、単
に
子
ど
も
が

読
む
た
め
だ
け
の
児
童
書
で
は
な
く
、ど
の
世

代
が
読
ん
で
も
共
感
で
き
る
ス
ト
ー
リ
ー
や

奥
深
い
テ
ー
マ
が
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
は
お
金
や
権
力
、学
歴
な
ど
目
に
見

え
る
も
の
に
こ
だ
わ
り
ま
す
。し
か
し
、人
を

本
当
に
幸
せ
に
す
る
も
の
は
、優
し
さ
と
思
い

や
り
で
す
。大
切
な
も
の
は
目
に
見
え
な
い
も

の―

。宮
西
先
生
の
作
品
に
は
、一
貫
し
て
こ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
構
成
・
ミ
ュ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局　

遠
藤
充
美
）

平成 27年度下半期　イベント情報

日　　程 ： 平成２７年１０月２５日（日）
時　　間 ： １７：００開場／１７：３０開宴
会　　費 ： 会員３，０００円
　　　　　一般５，０００円
定　　員 ： 約１００名（要申込・先着順）
会　　場 ： 佐野美術館庭園内「隆泉苑」（雨天の場合は佐野美術館ロビー）
出　　演 ： 常葉一雄
　　　　　アンサンブル・レヴォリューション

今年も「十三夜の宴」の季節がやってまいります。
月と音楽を愉しむ演奏会「十三夜の宴」は、多くの会員の皆さまにご参加い
ただけるよう国の登録有形文化財である隆泉苑の庭園を会場とし、美しい
調べを秋空のもとで聴いていただく屋外コンサートです。今年は、指揮者・
常葉一雄氏と、若手演奏家で結成されたアンサンブル・レヴォリューション
をお迎えし、クラシックの名曲をお届けします。演奏終了後は、温かいお食
事やお酒を傾けつつご歓談ください。お月さまがのぞく晩秋の夕べ、ご家族
やお友達と心癒されるひとときをお過ごしください。

じゅう　　さん　　  や　　　　　　  うたげ

十三夜の宴

指揮　常葉一雄
旧富士川町出身。桐朋学園大学演奏学科、パリ・エコールノルマル音楽院にてトラン
ペットと指揮を学ぶ。1996年、バロック合奏団アンサンブル・デュ・ソレイユ(現ソレイユ・
ルヴァン)を結成し、各地で演奏会を催し絶賛を博す。コミュニティＦＭラジオエフにて、ク
ラシック音楽番組のパーソナリティーを務める。2013年アンサンブル・レヴォリューション
を結成し、演奏活動を行っている。

と  き  わ

アンサンブル・レヴォリューション
2013年、常葉一雄氏の主宰で、県内の演奏家を中心として結成。様々な楽器編成
で、バロック音楽から現代音楽まで、幅広いレパートリーの演奏を目指す。今回はホル
ン、オーボエ、トランペット、弦楽器という編成で、ヘンデル作曲の管弦楽曲集「水上の
音楽」を中心とした演奏を行う。

E V E N T
イベント

スケジュール
平成27年度

Ⓒ宮西達也　Ⓒ円谷プロ

十三夜の宴
平成 27年度下半期　イベント情報

じゅう　　さん　　  や　　　　　　  うたげ



平成27年度

会員のつどいは亀山千鶴男運営委員長と
峰田武理事長の挨拶から始まりました。事務
局による事業報告、会計報告がありました。
芸術鑑賞日帰りバス旅行、新規事業である
歌舞伎座鑑賞旅行等のイベントの説明、こ
れらの決算、美術館への賛助について説明
があり、承認されました。続いて、余興に入船
亭小辰さんの落語「金明竹」と「ねずみ」の
二席が演じられ、大いに笑いました。お若い
のに達者な語り口に感心しました。

懇親会準備のため休憩に入り、二階展示室
で「世界を魅了した“青”―浮世絵名品展」
を見学しました。照明を抑えた会場に沢山の
素晴らしい浮世絵があり感動しました。
懇親会は主催者の挨拶に続いて、会員であ
る元三島市長・奥田吉郎さんの乾杯のご発
声で始まりました。終始なごやかな歓談がな
され、佐野美術館応援団のつどいは楽しく
お開きとなりました。
（ミューズクラブ運営委員　川口保一）

イベントスケジュール イベントレポート
平成２7年度上半期は、２つのイベントが開催されました。平成２７年度下半期に開催されるイベントをご紹介します。お気軽にご参加ください。

平成27年度上半期 活 動 報 告活 動 予 定

イベント
情　  報

佐 野 美 術 館 賛 助 会 ミ ュ ー ズ ク ラ ブ 会 報

佐 野 美 術 館 と 皆 さ ま を つ な ぐ

梅雨とはいえ当日は清 し々い天候に恵ま
れてのバス旅行でした。私は東京都庭園
美術館ははじめてでしたので、とても楽
しみにしておりました。戦後、旧宮邸は民
間の手に渡りホテル等に変貌しましたが
朝香宮邸はそのまま美術館として開放さ
れました。当時の建築技術の高さをかい
ま見ました。そこで開催されておりました
「マスク展」は世界各地から集められ、祭
祀や狩りの時に使用されたと思われる面

の材料が獣毛や植物の繊維など使われて
おりました。実に繊細でありユニークでおも
しろかったです。また昼食の八芳園のお食
事もとてもよかったですし、大久保彦左衛
門氏の邸宅跡の庭では石塔や樹齢500年
の盆栽に感激いたしました。「古き良きもの
は大切に保存すべきだ！」という思いが改
めて心に浮かびました。その後、歌舞伎鑑
賞して無事帰途につきました。
今日一日は本当に伝統文化の中に我が身を

置いた一日でした。お世話をしていただきま
して有難うございました。
（ミューズクラブ運営委員　大庭治美）

芸術鑑賞日帰りバス旅行

会員のつどい
日　　程 ： 平成２７年９月１１日（金）
時　　間 ： ８：００受付／８：４０スタート
会　　費 ： 会員３，０００円／一般５，０００円
定　　員 ： ３２名（４名×８組）
会　　場 ： 芦の湖カントリークラブ
プレー代 ： ８，０００円（カートフィ・税込）※昼食代別

秋のスポーツシーズンに向け、今年も芦の湖カントリークラブでミューズクラブゴ
ルフ大会を開催します。本大会も盛況のうちに記念すべき第10回目を迎えること
となりました。今年もぜひスポーツを通じて、会員相互の交流を深めていただきた
いと思います。大会終了後は、表彰式とささやかな懇親会をご用意しております。
美術館ならではの景品を多数取り揃えて、皆さまのご参加をお待ちしております。

第10回 
ミューズクラブ 

※日時・内容は変更する場合がございます。

東京都庭園美術館

八芳園庭園ガイドツアー

※画像はイメージ

医師・ゴールド会員

　診療の合い間の昼休みを私はウォーキングに当
てており、佐野美術館・三嶋大社・楽寿園をその日
の気分で廻っています。なかでも佐野美術館は、展
示物を楽しみ庭園を散策するのは至福のときです。
　2010年2月に三島でスポーツ医学の講演会を企
画し、敬愛する菊地臣一先生（福島県立医科大学理
事長兼学長）をお招きしました。その当日、先生はご
講演前に佐野美術館を訪れることを希望されたの
でご案内しました。遠い福島の先生がこの美術館を
ご存知だったことを嬉しく思ったものです。翌年3月
11日、東日本大震災が起こり福島は大きな被害を受
けました。先生はそれを天命と受け止められ、「福島
の悲劇を福島の奇跡へ」と奮闘中のお姿には頭が

下がる思いです。
　少し古い話ですが1987年6月に渡邉妙子副館長
の静岡県文化奨励賞受賞を祝う会があり、当時の
三島市長・奥田吉郎さんと三島の文化団体代表の
私が渡邉さんを囲んで鏡開きを行ないました。当時
のなつかしい写真が残っています。佐野美術館生え
抜きの渡邉さんはその後館長になられました。
　最近インターネット上のゲーム「刀剣乱舞」から
刀剣女子が激増したと聞きました。ブームに乗る
わけではありませんが、佐野美術館の主要コレク
ションである日本刀の権威、渡邉館長に今後とも
刀剣の魅力を多くの方々に伝えていただきたいと
願っています。

田熊清彦

MUSE招待席

E V E N T

日　　程 ： 平成２７年１２月５日（土）
時　　間 ： １４：００～１６：００
会　　費 ： １，０００円（お茶・お菓子付き）
定　　員 ： ２０名（要申込・先着順）
会　　場 ： 佐野美術館隆泉苑
講　　師 ： 志田理子（佐野美術館学芸員）
出品作品 ： 収蔵品の仏教絵画５点ほど（予定）

日　　程 ： 平成２７年４月２９日（水・祝）
時　　間 ： １５：００～１８：００
参加人数 ： ４７名

日　　程 ： 平成２７年６月２２日（月）
時　　間 ： ７：００～１９：３０
参加人数 ： ７７名

昨年開催しました「はじめての仏像編」につづき、今回は
「仏教絵画編」をご紹介します。仏教絵画とは、仏像や経典
の内容など仏教を題材にした絵画のことです。礼拝の対象
として、仏さまを拝むために描かれました。また、布教の役
割も担い、仏教の教えや説話、難解な経典を、民衆に分か
りやすく伝える手段に用いられました。今回は、仏教絵画に
隠された意味や鑑賞する際のポイントをお話しします。

～参加者の声～
・美術館、食事、歌舞伎と楽しませていただきました。特に東京都庭園
美術館の建物、企画展の「マスク展」は素晴らしかった。
・国立劇場の歌舞伎は解説付きで、またあらすじが周知の演目だった
ので、入門者の私にはとても分かり易かったです。
・八芳園での時間は少し足りなかった。食事の後に茶室で抹茶をいた
だきたかったので。それ以外は老人にとって良いコースでした。
・慌てないスケジュールがいいですね。来年も楽しみにしています。

館蔵品特別鑑賞講座
～仏教絵画編～

ゴルフ大会

“佐野美術館とのご縁”
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